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■ 斉唱 それでこそロータリー 

■ 司会 村田 実樹 会員 

■ 出席者報告 出席者数 26 名 / 会員数 37名 

出席率  70.27％ 

前々回(第 146 回)修正出席率は 67.56％(25/37) 

■ビジター・ゲスト  

ビジター 

特別代表 名古屋北 RC 浦野 三男 様 

■ ニコボックス報告 

特別代表 名古屋北 RC 浦野 三男様 

残暑お見舞い申し上げます。 

櫻井 孝充 会長 

初秋お伺い申し上げます。まだまだ暑い残暑、猛暑が

続く中でも、季節は確実に秋へと向かっております。

そんな中ではありますが、皆様どうか御身体、御自愛

下さいますように。感謝。 

安井 忠 直前会長 

家内が大腸ガンと胃ガンを名大病院で手術をうけ、

50 日の入院で無事、お盆に帰って来ました。私も今

までの罪ほろぼしで、50 日の看病をさせられ、疲れ

切りました。てまえみそですが、私も家内も頑張りま

した。この間、皆様に大変ご迷惑をかけました。 

荒山 久美 会員 

8 月３日は欠席してすみませんでした。弊社の創立記

念日でした。荒山の誕生月でもありますので、寄付さ

せて頂きます。 

梅澤 真臣 会員 

皆様、毎日暑いですね。ご自愛下さい。 

ニコボックス合計 １５，０００円 

安井直前会長からは、多額のニコボックスを頂きま

した。 

■櫻井会長挨拶 

 

名古屋アイリスロータリーのみな様こんにちは 

アイリスロータリークラブのみな様、残暑お見舞

い申し上げます。リオデジャネールでのオリンピッ

クも後半に差し掛かり毎日とてもエキサイティング

な競技が行われております。日本とは真逆な時間帯

に競技されておるため寝不足の方も中にはおられる

のではないでしょうか？ 

さて戦後 71 年が過ぎました。そして今日、8 月 17

日を迎えております。平和な毎日が続く日本であり

ますが、その平和の裏打ちは、先人の人々の知恵と、

叡智、そして、信頼があったからこそ今日があると思

います。相変わらずの毎日が歴史を作り、非凡な日が

壮絶な歴史を刻むのかもわかりません。さて小生は

この季節、現場で鶯の鳴き声を聴き、ツクツクボウシ

の鳴きやまぬ声を聴いております。そして最近では、

蜩の哀愁を帯びた鳴き声をよく耳にするようになり
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ました。自然をはぐくむ動物や植物は人間以上に的

確に季節を察知優れた何かを持っているようです。

それに比べ人間は・・・・・・。 

足元を見てみますと、早秋の草花が咲いておりま

した。これを観たとき、何かしらご褒美を自分に頂い

たような、感動を自然から賜りました。知らぬ間に目

頭が熱くなりました。 

先日ガバナー補佐訪問があり、お越しくださいま

した 4 名の方々には多大なご指導、そして、我がア

イリスロータリークラブを愛して下さったお言葉を

賜りました。有意義なガバナー補佐訪問であったか

と思います。そんな中、ガバナー補佐訪問終了後日、

菊地幹事がお礼の言葉をお手紙で送ってくれました。 

なんと、また御礼の返礼がありました。 

後礼を出してくれた菊地幹事の御蔭で、きちんと

した文章が届きました事。それはまさしく素晴らし

い信頼関係の証ではないでしょうか。 

人は頼む時だけいい顔をしたり、それなりの御愛

想的な礼をつくし、事を運びがちです。 

決してそれが悪いわけではありません。がしかし、

この何気ない後礼を実施してくれた菊地幹事にはと

ても感謝しております。そしてこのガバナー補佐訪

問に参加して下さった、我が名古屋アイリスロータ

リークラブのメンバーには心から感謝申し上げたい

と思います。ありがとうございました。 

感謝。 

■委員会報告 

荒山 久美 ロータリー財団・米山記念奨学委員長 

 

 8 月 8 日（月）の名古屋がこの夏一番の暑さを記録

した日の午後、東急ホテルにて 2016-2017 年度ロー

タリー財団セミナーが開催されました。当クラブか

らは財団担当委員の青木さんと地区 VTT 委員を兼

任している私が参加してまいりました。 

 財団の各委員会の挨拶に引き続き、地域コーディ

ネーターのスピーチ、服部ガバナーを含めたパネル

ディスカッション、グローバル補助金奨学生の帰国

報告、これからスウェーデンのウプサラ大学で「平

和・紛争解決」の修士課程に留学される平和フェロー

の抱負、ポリオ撲滅をサポートする活動事例などの

発表を拝聴してまいりました。 

 今年度は財団 100 周年にあたり資金集めにも力が

入っているようですが、各クラブの考えで寄付金に

ついては進めていけばよいと考えております。会員

の皆様のご意見も聞きながら、アイリスとしてどの

ようなサポートがいいのか、持続可能な形の支援と

はどのようなものかも考えてまいりたいと思います。

財団が重点的に活動を促しているのは「平和の推進」

「疾病との闘い」「きれいな水の提供」「母子の健康」

「教育の支援」「地元経済の成長」の 6 分野です。 

 「名古屋大学附属病院小児科病棟・元気プロジェク

ト」は、財団からの補助金を一部利用しての社会奉仕

活動です。今年度はアイリスからひとり＄180、日本

円にして約 80 万円を財団に寄付しております。ロー

タリーが様々な支援活動をしていること、当クラブ

のような約 24 万円の小さな社会奉仕活動から 500

万円を超える日本の青年達への奨学金、あと少しで

撲滅できるポリオ予防接種のグローバルな活動など

について知っていただきたいと思います。毎年皆様

が寄付した＄100、＄150 の積み重ねがどのように使

われているのかがわかってきます。少しずつで結構

ですので奉仕活動の財務担当である財団について興

味をもっていただきたいと思います。 

  「私たちは自分のためだけに生きるのではあり

ません。誰かのために‘よいこと’をする喜びのため

に生きるべきです。」これはロータリー財団の創設者

であるアーチ・クランフの言葉です。世界中のいたる

ところでひとりでも多くの笑顔の輪が出来るように

ロータリアンは奉仕活動をするのです。 
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竹内 祐子 副会長 

 ７月３日・８月４日のローターアクトの委員会に

ついての報告がありました。会員増強、会員増強につ

ながる映画作り、ロータリアンを増やす為のロータ

ーアクトである等の報告がありました。 

 

長 谷 川  芳 子  職 業 ・ 社 会 奉 仕 委 員 長

     

 ８月４日に行われた、社会奉仕委員長会議につい

ての報告がありました。 

■藤谷 猛 会長エレクトの今年度の抱負発表 

 

みななさん、こんにちは。 

このたび、会長エレクトを仰せつかりました藤谷

です。 

これを機会に会長エレクトとは何をすべきか改め

て考えてみました。そもそも会長エレクトが理事会

のメンバーに加えられているのは、次年度に備えて、

理事会の運営を研修するためと、次年度のクラブ運

営との継続性を保つために、当年度のクラブ運営の

詳細を把握するためと思われます。次年度に会長に

就任することが前提となる役職でありますので大き

な責任があります。その意味から、会長エレクトとし

て間接的にクラブ運営を研修するに留まらず、クラ

ブ管理運営委員の方々のお力を借り、クラブ運営の

実際を学んでゆく事が好ましいと考えております。 

しかし、私たち名古屋アイリスロータリークラブ

は本年度で 4 年目と経験の浅いクラブです。歴史の

あるクラブでは、伝統という暗黙の継承があるよう

に思います。これは、良い意味では、前年度と同じこ

とを機械的に継承すれば無難に進められる事を意味

します。ところが、歴史あるクラブの方々にお聞きす

ると、それが時代の変化に同調し同期するためには、

大きな抵抗として作用することもあるそうです。私

たちには、歴史が浅い分、先入観がありません。今、

櫻井会長の年度はスタートしました。櫻井会長の描

く名古屋アイリスロータリークラブを実現するため

にも、諸先輩方の意見に耳を傾け、恐れることなく新

しい取り組みを進めることが重要であると思います。 

そこで私は、3 つのテーマをもって、この年度を進

んでゆこうと考えています。 

1 番目にＲＬＩ（ロータリーリーダーシップ研究

会）などの研修に参加し、ロータリーをしっかりと学

び、クラブ運営の詳細を把握するとともに、今年度の

クラブ運営の詳細を分析し次年度へ継続すべきは何

かを把握します。 

そして 2 番目に、服部ガバナーが最重点課題とさ

れている「オンラインツールとソーシャルメディア

の活用」を実現するために櫻井会長、菊池幹事、藤森

公共イメージ向上委員長を補佐し、その実現に力を

注ぎます。デジタルディバイドをつくらないように

分かりやすい運用説明を考案し努力します。 

3 番目にロータリーの原点を学び、心に刻みます。

ロータリーは、利他の心を養い、人を育てるとともに、

献身的な奉仕活動を行う世界的な団体です。ロータ
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リアンであるというステータスにとらわれることな

く、ロータリーの目的と4つのテストを胸に納め日々

研鑽致します。 

以上、今年度、精一杯、櫻井会長をはじめ諸先輩、

皆様から学び、お手伝いをさせて頂く所存です。簡単

ですが方針発表とさせて頂きます。 

ありがとうございました。 

 

引き続きマイロータリーの登録の方法の説明があり

ました。 

 

 

 

■幹事報告 

 菊地幹事より、ＷＦＦについての説明がありまし

た。会員１人あたり４０００円以上の券の購入依頼

と、４０００円以上購入希望者は、菊地幹事まで連絡

との報告がありました。 

                    以 上 




